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中国東北部や朝鮮
ち ょ う せ ん

半島をめぐって、日本がロシアと対立するようになると、隠岐
お き

には戦争に

備えた施設
し せ つ

が造られるようになりました。 
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時代 近代 遺跡 御崎谷
み さ き だ に

遺跡（隠岐の島町） 

隠岐にある日露戦争の海軍望楼跡 

～日露戦争の遺跡～ 
日本とロシアの対立が深まるなか、日本海沿岸には監視に関わる施設が建設されました。県

内では４か所の海軍望楼
ぼうろう

と３か所の陸軍監視兵派遣が知られています。 

出典：解説･･･（図 1,2）『御崎谷遺跡・大床遺跡』2001 島根県教育委員会 
ワークシート･･･(写真・復元想像図)『御崎谷遺跡・大床遺跡』2001 

① 上の写真は、隠岐の島町で見つかった、戦争に関

係した施設の跡
あ と

です。これは何のためにつくられ

た施設でしょうか？ 

 
 

御崎谷遺跡で見つかった西郷
さいごう

海軍望楼
ぼうろう

跡
あと

 
隠岐の島町の御崎谷遺跡では「西郷海軍望楼」が

発見されました。 
この望楼は日本海を望む高台にあり、当時対立し

ていたロシアの艦隊を監視するために築かれたもの

です。望楼は、幅 5ｍ程度の馬
ば

蹄
て い

形で、高さは 2m
程度ありました。また付近には無線用のアンテナを

立てた穴が見つかりました。望楼の一段低い場所に

は管理棟があり、近くの御崎谷Ⅱ遺跡からは官舎の

建物跡３棟が見つかりました。 
 海軍望楼は全国に 120 か所設置され、このうち日

露戦争中（1904～05 年）は 79 か所が機能していま

した。島根県内では４か所に設置されました。その

他、陸軍の沿岸監視の施設が３か所ありました。 
 
島根県の日露戦争前後の戦争遺跡（沿岸部監視関係） 

海 軍 望 楼 
番号 名称 所在地 設置年 

１ 西郷海軍望楼 隠岐の島町岬町 1899 年 

２ 美保関海軍望楼 松江市美保関町 1901 年 

３ 高崎山海軍望楼 西ノ島町 1904 年 

４ 杵築海軍望楼 出雲市大社町 1904 年 

陸軍監視兵派遣か所（海底電線揚陸点監視） 

５ （菱浦） 海士町 1904 年 

６ （西郷） 隠岐の島町東郷 1904 年 

７ （千酌・本庄） 松江市本庄町 1904 年 

 

ダニエル電池 

 
下の写真は御崎谷遺跡でみつかった「ダニ

エル電池」の容器です。亜鉛板と希硫酸を入

れた磁器製の白い容器に、銅板と硫酸銅を入

れた素焼きの赤い容器を 
セットした簡易な電池です。 
１セットで 1.1V の電力 

があり、10 個繋げて一組 
にして、無線電信機の電 
力に使用されたと思われ 
ます。 

望楼跡 

西郷岬灯台

管理棟跡 

御崎谷
み さ き だ に

遺跡
い せ き

で見つかった管理棟
か ん り と う

 

御崎谷遺跡の位置 図１ 御崎谷遺跡 

 1905 年 5 月 27 日の日本海海戦に参加したロシアの石炭輸送船イルティッシュ号は、翌 5 月 28
日に島根県江津市和木の真島沖で航行不能になり、ボートで上陸を試みた。しかし、折りからの強

い西風に煽られ、ボートは転覆し、ロシア兵は海に投げ出された。当初、和木の住民は攻撃ではな

いかと警戒したが、その後投降であることが分かると、総出で救助にあ 
たった。乗員２３５名が上陸し、住民から飲食を含めた保護を受けた。 
また、負傷者 53 名は、和木

わ き

と嘉
か

久志
く し

の小学校で手当てを受けた。翌年 
から、和木の住民によって、ロシア兵を偲んだロシア祭りが行われてい 
る。近年ではロシア側からの参加があり、両国の交流が進んでいる。 

イルティッシュ号事件 

 

ロシア祭り 

図２ ダニエル電池容器と碍子
が い し

 

 

島根県の海軍望楼 

● 
● 

● 
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西郷 

高崎山 
(西ノ島町) 

杵築 
(出雲市) 

美保関 
(松江市) 


